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三葉虫は絶滅した生物の中では最も有名なものの一つ

で,ゾウリのような格好をした化石を思い出す人は多い

だろう。しかし日本にもその三葉虫の化石力ヽ すっこう出

ることは案外知られていないようである。写真は宮崎県

五ケ瀬村で発見されたシルル紀申期の三葉虫の頭部 (左

上)と 尾部 (左下)で,全体の復元図 (右 )と 比べてみ

て頂きたい。一見貧弱な破片にすぎないが,実はこの化

石はこれまでに発見された日本最古の化石で,今から約

4億年ほど前のものである。これより古い化石を含む地

層は日本列島からはみつかっていない。

三葉虫は古生代前期に多く,シ ルル紀ごろから衰退し

たが,そ れでも日本列島だけで80種ほども知られている。

海底付近にすみ,活発に活動しながら,植食・泥食など

さまざまな生態的地位に適応していたと考えられている。

(鎮西清高・地質)Coronocephalus hobagashii Hamada ( x1.4)

-1-



植物園の大イチョウ

話は少 し前のことだが, インドで編集されている

植物形態学専門雑誌から, イチョウとソテツの精子

発見のいきさつを書いてくれ との依頼があつたが ,

この件についてはいろいろの雑誌にも書いて一応の

予備智識があつたので,そ の申出に応 じてその梗概

を書いた (Phyto mOrphology,Vol.17,1967)。 イ

チョウとソテツの精子が二人の日本人によつて発見

せられたことは内外の専門書にはもちろん, 日本で

は中学や高校の教科書や参考書にも載せられて周知

のことではあるが,イ チョウの精子が理学部付属植

物園 (通称小石川植物園 )に ある木から発見せ られ

たので,東京大学百年史の 1資料にもとづき,こ こ

にその当時の事情を述べて見たい (以下尊称を略ナ)。

東京大学創立のころ,植物学はじめ理学部の各教

室 (当 時教場 といつた )が神田錦町にあり明治18年

(1885年 )に本郷元富士町の医学部内外のところに

移 り,やがて構内の北側に移つたが,植物学教室だ

けが植物園に移され(明治30年 ,1877り , 本郷の理

学部二号館に移るまで(昭 和 9年 ,193■→ , 永い間

ここに居を構え,植物の実験や研究に利することが

多かつた。問題のイチョウは教室の近 くにあり,学

生は毎日これを眺めていたが,精子発見は教室がこ

こに移る少 し前のことであった。

画工として雇われた平瀬作五郎は植物の画などを

描 く傍ら,や がて助手 となつて研究にも携わり,こ

のイチ ョウの雌花の胚殊の受粉か ら授精にいたる経

過を知 るため胚珠の薄片を切つて内部の微細構造を

観察 しているうちに,花粉管内に楕円体状のものの

1側 に螺旋状の帯 rc細い織毛の生えているのに気付

き, これを精子 (当 時精虫 といつた )と 考え,そ の

旨を明治29年 (18%年 )4月 25日 東京植物学会例会

で発表 した。これに力を得 てその年の秋に生まの薄

片の中に繊毛を動かしている精子を確認 し′ 9月 26

日に同会711会 で講演 し,植物学雑誌10月 号にこれを

掲載 した。 この年 こそイチョウ精子発見の時に当礼

彼はさらに研究を続けて受粉から授精にいたる過程

をつきとめて,そ れを理科大学紀要に記載 した(1895,

1898)。 その間彼の先輩や同輩は心 よく彼の仕事を

援け,ま た相次いで生 きた精子を確認 した (三 好,

池野,藤井,三 宅 )。 東京では受粉が 4月 末から 5

謙 (植物・名誉教授 )

植物園の大イチヨウ 195647(り |1上 )

月始めに,授精が 9月 末から10月 半ばに行れること

が明 らかにされた。

このイチョウの精子発見に連関する話題 としてす

ぐノテツの精子発見のことが想い起 こされる。植物

学科を卒業 した池野成一郎は農科大学に赴任 してや

がて助教授 となり,平瀬のイチ ョウ調査に前後 して

ソテツの胚珠の発育経過を観察す るため多数の薄片

を切つたものの中に,花粉管の中に球状の ものの一

方に太い螺旋状の帯rc繊毛が生えているのを認めて

精子 と考えた。 これは奇 しくも平瀬のイチ ョウ精子

発見 と同年の春で, これを同年11月 号の植物学雑誌

に載せ,さ らに研究を続けて詳細を理 科 大 学 紀 要

(1898)そ の他に記載 した。 ソテツは東京付近で花

を付けることがあるが研究資料 として不充分である

ため,彼の資料は鹿児島市の興学館 (現在の県立博

物館 )か らのもので生 きた精子を見る機がなか つた

倉/1ヽ
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が,の ち同輩によってそれが確認せられた(三宅 )。

イチョウは17世 紀のころからヨーロッパ各地に育

成せられ,花 や胚珠の発達過程 もある程度解 つてい

たが,ま だ不備な点を追及 しようとした平瀬の努力

が精子発見の機会となつた。 これに反 してソテツの

仲間はアメリカ各地に多産 し,そ れらの胚珠発達 も

数多く行われながら精子の存在は認められず,池野

の発見に驚いた人々は改めて観察 してソテツ類の各

種に精子を認めて池野の業績が裏付けられた(Webbeち

Chamberiain,CaldweH)。

徳川時代には動植鉱物に関する本草学が相当深 く

行われたが,鎖国政策のため欧米の新 しい智識の導

入が遅れ,東京大学創立によって漸 くこれが開かれ

て19年 後に,裸子植物に精子が存在 しない とい う当

時の定説を切崩 したことは確かに植物学史上に残 る

画期的のことであり,そ の資料を供 したイチョウが

今なか植物園に聟えているし,鹿 児島のソテツも現

存 しているのも喜ば しい。

植物園は徳川幕府の御薬園の跡で,往時をしのぶ

ものは,わずかに薬草を乾 した石台,養成所の井戸

などが残 り,貝塚の跡 (本誌 7巻 4号渡辺教授記事

参照 )や 青木昆陽の甘藷試作地の跡 もな く,た だ後

者は石碑によつてその跡がしのばれる。 また正面,

集会所,吾 々の学んだ教室 も今はなくなった。一方

大名屋敷の庭園はその形が残 つているものの,松 な

ど木々が枯れて淋 しくなつて行 く時でも,大 イチ ョ

ウが健在なのは心強 く,晩秋には毎 日黄色の種子が

落ちてくる。 このイチョウの由来を書いた標札がこ

の根本に立 てられたが,腐 ったり,損れたりして幾

度 となく立 て換えられたが,私がここの園長を兼ね

ていて定年退職のとき,あ の偉業か らの還暦に因ん

で記念碑が建てられた (昭和31年 ,1956つ のが, 私

として も好い思い出とな つた。

一昨年の元日,久保先生のお宅で,初めて小堀先

生にか目にか ヽる機会を得た。お屠蘇が効いて,我

ながら舌が滑 らかになったとい うところまでは覚え

ている。数 日すると,小堀先生からか電話があって,

あの時の話は面白かつたから,理学部広報に書けと

のこと。成程 ,日 は災いのもとと改めて感心 しなが

ら,それでも粘 りに粘 って,お 断り申し上げたこと

がある。

この10月 末,約 10日 間の米国出張を終 え て 自室

(医 )に 辿 りつくと,山 積みの書類の一番上に理学

部広報が載せてある。扉を開 くと「今年 もまたさわ

やかなニュース 」とい うタイ トル,つ いで私 自身の

名が目rC入 った。 しか し何の事かよく判 らない。椅

子に坐 り, もう一度読み直す。 どうやら,植村学部

長が,巻頭 という大事な場所で,私の文化勲章の受

章のか祝を述べて下さつているのらしい。 どうして

私の様なものの個人的なことrC。 それに私は医学部

に本籍をお く,い わばよそ者ではないか。今度は じ

つくりと読崚して頂いた。胸にジーンと来るものが

あつた。近頃の私には,絶えてない感激であった。

(植村先生 !本当に有難 うございました )

それから二,三 日して,小堀先生からお電話があ

物理学教室にお世話になって

江 節 郎  (物理)

つた。先生が何かいわれ るのか,い われないかに,

今度 は必ず書 きます といい切 つて しまつた。そ して

出来上 つたのが, この拙文 である。尤 も,心には決

めて も,締切のギリギ リまで,小堀先生 に御心配 を

おかけ したことはい うまで もない。

もう 5年近 く前のことになる。教室 (医 )に ,今

井先生 と久保先生が相ついで見えられた。生物物理

の研究室をもう一つ作 りたいので,協力 して貰えな

いか とのことである。祗は大 いに とまどつた。小谷

先生によつて育まれた 日本の生物物理 は,東大物理

にも立派に根づいて,和 田・池上 の両研究室が堂 々

とや ってかられ るではないか。それに,折 日正 しい

東大物理教室は,い わゆる生物 ブームに惑わされ る

ことな く, しつか りした物理 の基盤 の上 に生物物理

を築 くべ きだ とい う基本方針 を もつてか られるかに

聞いていた。 それが何で,選 りに選 つて,私 の様 に

泥臭い仕事 を している者 を指名されたのだろうか。

私が最終的にお引受けす ることを決意 したのは ,

「 今後 の物理学は,生物その ものをも対象 と して行

かなければならない 」とい う久保先生の名言によつ

てであつた。 では,私 は何 を した らよいのか。「生

物物理学 とは,物理学者がや りたい と思 う生物学 の

橋
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ことである」とい う明快 な定義 を下 した人が ある。

それならば,生 き物 とは何か とい うことを物理の先

生方に考 えて頂 く機会をできるだけ多 く作 ることも

私の役 目の一つであろう。 それには,第一級の, し

か も個性の強い若い生物研究者が教室に入 ることも,

一つの道に違いない。 こうして,堀 田・若林 の両君

が加わることになり,最 も正統的な東大物理学教室

の教官約80名 の中に,医 師が 3名 もいるとい う様 な

異常事態 が出現す ることとなったのである。

こういつた次第で,最初,教室の会食に出席 した

頃は,実は大いに肩肘いからせていた ものである。

しか し,そ ういった緊張 も, あつとい う間に消えて

しまった。 それは何 よりも教室の皆様方が,植村先

生のか言葉 によく顕われてい る様 に暖か く,別け隔

てなく迎えて下さつたか らである。今では金曜 日の

教室会食は私には一 つの楽 しみ となっている。真面

目な物理の先生方の水準か ら見れば問題 にならない

か も知れないが,私 としては異例 の高出席率 なので

ある。

物理 に伺 う様になってか ら,私に大 きな進歩が一

つある。 それは,臨床医学 に強 くなったことであれ

肝臓が右か左かを間違える様 ななで も, ここではレ

ッキとした医師。 非常に聡明な人で も,馬鹿 な医者

のい う事 を疑わない ものだそ うで,真 剣な御質問 に

そ ういい加減 な返事 もできず,30年来触 ったことも

ない内科書 などを引 つ張 り出 しての俄か勉強 とい う

始末である。それに引きかえ,雑学/Ti度 にで も物理

を勉強させて頂 こうという殊勝な意図は,いつ しか

完全に消え去つた。前に,教室 (医 )の若い人たち

と,ポ ツポツやつていた勉強の方 も,何 となく気恥

ずか しくて止めてしまつたので, こちらの方向は学

力低下の一途を辿るのみである。

それでも人間は不思議なもので,物理学教室に籍

をかいていると,い つ しか自分が,本 ものの生物物

理学者だという気になってくる。今年の生物物理学

会の年会では,生物研究にも深い関わ り合いのある

フォトン・ファクトリー計画のシンポジウムがあっ

たが,何 と私は「 フォトン・ ファク トリーと生物物

理 」という大演題を図々しくも引き受けたものであ

る。

「今までの生物学者は行 き当 りばつたりの研究を

やって来て,む しろそれを得意 とす る気配があった

が (そ れは,正に私 自身のことに他ならないのだが)

これか らの大型機器時代には,物理学者を納得させ

る計画性が必要である」などとぶっているうちに,

何のことはない,無責任な政治家 と同じことを自分

が今やっていることに気が付いた。冷汗を拭 き乍 ら

演壇を下りると,親友ではあるが,な かなかに厳 し

い B教授がか待ちかねの様子で「勲章を貰 う様な偉

い人は,流石に違いますなあ」とずばリー言。散々

の体たらくであった。

最後 に,私がこの様に楽 しく過せる様お心遺い頂

いている理学部,殊 に,物理学教室の諸先生方に,

心からか札を申し上げたい。

Cambridge大 学に滞在して

はじめに

ケンプ リップの町を静かに流れるカム川 (RIver

Cam),夏 になるとパン ト(Punt)と よばれ る舟遊

びで賑やかになる。 ケンプリッデを訪れる学者の便

宜のための施設 Ulliversity Centre fOr Visiting

Scholarsの 建物の前か らこのカムリ||に 沿つて下 る

と,やがて有名なKinゴ s Collegeの チャベルが見え

てくる。 ベンリー 8世 の時代に完成 したと云われる

このゴシック風の建物を,鮮やかな緑の芝生で敷 き

つめた美 しいカレッヂの裏庭 (BackS)を 通 してカ

ム川から眺める風景は, ケンプリッデ滞在中いつ見

ても誠に印象深 く,今 もつて限のあたりに浮かぶ思

,光  (物理)

いがする。

私が Professor Mottの 招 きに より,こ のKing′ s

Collegeを はじめ長い歴史をもつ多 くのカレッデか

らなる学都ケンプリッデに家族 ともども参つたのは,

昨年10月 初め,1974-75 ④ academic yearが 始まる

直前であった。以来今年の 8月 崚でケンプリッデ大

学物理学教室,通称 Cavendish研 究所に滞在 して
,

ProfessOr MOttをはじめ固体物理のグループとともに共

同研究を行い,大変有意義な実 り多い研究生活を過

すことができた。

帰国早々小堀先生よリケンプリッデでの印象記を

書 〈よう御依頼をうけ,一年間不在の罪滅 しに一筆
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書かされる羽 目となつた。

ここではCavendish研 究所や私の属 していたGon―

ville and Oaius CoHege での日常生活を通 して

私が見聞 し経験 した ことをもとに,ケ ンプリッデ大

学のもつアカデミックな雰囲気の一部を紹介 してみ

晋::臨PttiliigtheChapd and

Cavendish研 究所とは

私が研究所の客員メンパーとなった1974年 は,研

究所創立 100年にあたり,研究所にとつて大変意義

のある年であつた。私自身,ど うゆう経緯でケンプ

リッデ大学に物理学教室ができたかに少からず興味

をもつていたので,丁度創立 10o年 を記念 して,J.

C.CrOwther著 の ｀
The Cavendish LabOratOry

1874-1974"が MたMillan社 から出版された機会に,

たいと思 う。 と云 つてもケンプリッデ大学の教育制

度は大変複雑で,私 のような短期間の滞在者には誠

に理解 し難 く,ま た見聞 した事実につい ても私の理

解が不確かで間違 っていることがあるか もしれない

ので,そ の点をはじめにお断 りしておきたい。

The new Cavendish Laboratories (Mott nultaing)

Heffers書房を通 してこの書を買求め,ケ ンプリッ

デにかける 100年間の物理学の発展の歴史を遡 って

みた。

ケンプリッデ大学は,Ne‖ on以来物理学に関 し

て伝統を誇っていたが,ま だ1874年 以前は物理学は

講義を通してのみ教授されるだけで,組織化 された

実験物理学の施設 というものがなかった。そこで実

験物理学を主 とした研究所をケンプリッデ大学につ

The old Cavendish Laboratories
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くりたいという要望が ,物翠学者の間 に当時かなり

強 くあった。当時のケンプ リッデ大学の総長 であり,

Devonshireの 第 7代公爵 であつたWilliam Ca―

vendi sh(静電気にかける逆二乗則を発見 したHen―

ry Cavendishと は遠い親戚 にあたる )は ,こ の要

望 の必 然性 を充分理 解 し,財政 面 にお いて並 々

ならぬ尽力をすることに より,1874年 にクンプリッ

デ大学に Department of Physicsを 創設 した。 これ

が今 日の Cavendis h研究所 である。

1874年,Cavendish研究所の初代所長であるCaven―

dish Professor of Experimental Physicsに 就任

したのが,電磁場の理論で有名 な James C lerk

Ma郷ve Hで あった。 MaweH以 後 Cavendish Pro―

fessorは ,Lord Rayleigh,Sirエ エ Thomson,

Lord Rutherford,  Sir Lawrence Bragg,  Sir

NeviH Mottと 受け継 がれ,現在 の所長 Sir Brian

Pipp ard が第 7代 目にあたる。

私が学部学生の時に講義 で名前を伺 つた物理学 の

偉大 な先駆者たちの肖像 あるいは肖像画を眼のあた

りに して身のひさしまる思いが したのも記憶 に新 し

しへ。

この歴史が示す ように,ケ ンプリッデ大学では ,

Department of Physicsの Physicsは Experi me―

ntal Physicsを 意味 し (オ ックスフォー ド大学の

Clarendon研 究所 も同 じ事情で創設された ように伺

つている ),Cavend ish研 究所 では伝統的に実験物

理学を主 として教授,研究 を行つてきたが,Professor

Mottが所長の時に固体物理の理論グループを新た

に設け,現在の物理学教室は Theory of Cёndensed

Matter,  Physics and Chemistry in Solids,Ipw

Temperature Physics,MetaI Physics, RadiO

Astronomy,High Energy Physics等 の研究室か ら

なつてい る。

理論物理 のグループは Department of Applied

Mathematics ard Theoretical Physicsに 属 し,

素粒子論,流体力学等 はこの教室に含まれる。 ca―

vendish研 究所 は 2年 前まではクンプリッデの町の

中心近 くにあったが,物理学の発展 に伴 って各グル

ープとも大 きくなり,1973年にケンプリッデの西 の

町はずれに移転 した。 RutheifOrd,Bragg,Mott

の名称のついた 3つ の ビルか らなる大変モダンな研

究所で,場所は町はずれでやや不便 になったが,研

究室のスペースは大 き くなり,設備 は充実 してスタ

ッフー同は非常に満足 しているようであった。Pro―

fessor Mottは 停年後 もn/rottDレ にある研究室で大変

元気に研究を楽 しん でか られ,Mottビ ルのMbttセ

ミナー室で しば しば御 自分のアイデ ィアについてセ

ミナーを開かれ る。

学部学生の教育

ケンプ リッデ大学の学部学生は 1学年凡そ3000人

入学後 3年間で卒業する。後 に述べるように,大学

への入学に対 しては カレ ッデが全面的に責任 を負 う

てい るが,入学後 の教育,学位の授与等 に関 しては

大学が責任 を もち,カ リキュラムの編成は主 として

学部が中心 になつて行 つている。

東大の理学部志望に相当する学生は,数学志望 な

ら 強ヽthematical Tripos,そ の他 の自然科学志望 な

らNatural Science Triposと い うコースの講義 を

履修することになる。

Natural Science Triposの コースが大学 に設け

られたのは1850年 頃 と伺 つているが, ここではこの

コースが どのような内容のカ リキュラムを もつてい

るかについて,そ の概要を説明 して み よ う。 こ の

Triposは Part IA,Part IB, Part Ⅱ の 3つ に

分れ,通常第 1学年で Part IA,第 2学年で Part

IB, 最終 の第 3学年で Part Iの カリキュラムを履

修することになる。

第 1年次の Part IAで は ,

Blology of Cells       Geology

Biology of Organisms    Physics

Chemistry           Ph37sio logy

Crystallinc Materials

の7つの実験学の科 目から3つ を選んで講義を聴き試験

rCパスしなければならない。また第 4の科 目として数学

もしくは生物学者に対す る数学を選択 として選んで

もよい。私が Supervislon Classで 教えた物理志望

の学生 は, 2人 ともPhysics,Chernistry,Crysta―

1line Materials,Mat腱 maticsを 履修 していた。

第 2年 次の Part IBで は,次 の8つ のグループから,

2乃 至 3題 目を選んで,そ の題 目に属する講義を履

修することが要求される。 ただ しその際同 じグルー

プから 2つ の題 目を選んではならない。

Part IB

(1)Chemistry;Advanced Chemistry

(1)Pathology; Physics: Advanced Physics

(ull Animal Blology;MetaHurgy and Material

Sclence        ′

m crystalline State;Geodynamics;Physi∝

logy
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lVI Biochemistry;Geological Materials

(Ⅶ Plant BiOlogy; Experimental Psychology;

Fluid Mechanics

側 Envi10mental BiOlogy;Mathematics;

Pharmaco10gy

鰤 History and Philosophy of Science

最終学年 の Part Iで は,以下 の題 目の うちの一

つ を専攻科 目 として選 び,そ の専攻 科 目の カ リキュ

ラムを履修す ることが要求 され る。

例 えば物理学 を選ぶ こ とは,東大 で云 えば物理学

科 に進学 して授業を うけ るこ とを想 像す れば よい。

Part I

AnatOny

Applied Biology

B iochemistry

Botany

Chemistry

Crystalline State

Genetics

Geology

Geology with Mineralogy and Petrology

Material Sience

Mctall trgy

Minごra10gy and Petrology

Path。 logy

Pharmaco10gy

Physics and TheoreticaI Physics

Physiology

Physiology with Psychology

Psychology

Zoology

ところで これ らの専攻科 目を選ぶ際,例えば物理

学専攻 の場合 には, Part IBで Advanced Ph ysics

を履修 して試験 1/Cパ ス してい る ことが必要 で,第 3

学年 で どの専 攻科 目を選ぶ か につ い ては,大体第 1

学年 の終 り頃 に進路 を決 めてお くこ とが必要 である。

大学 は 3学期制で各学 期 は 8週間 か らな る。 ケン

プ リッデ大学 では,10月 か ら12月 の学期をMichael―

mas,1月 か ら 3月 の学期 を Lent,4月 か ら 6月 の

学期 を Easterと いうように特有 な名 称 で よん でおり,

Easter学期 の終 りに学年末試験 が ある。

Part Iで 物理学 を専攻 に選 んだ学 生 は,実験 ,

理 論,実理混合 の 3つ の コース のいずれ かに分れる。

Michaelmas学期では講義 は大体共通 で あ る が ,

Lent学 期 に なる と素粒子,原子 核,固体電子論 ,

物質,天体物理, プラズマ物理,化学物理 , システ

ム, Advancedな 量子力学,統計力学, stochastic

な過程等 の細分化 された トピックについて履修する

ことになり, Easter学期では より advancё dな トピ

ッタについても勉学することになる。

学年末試験 について大変興味深 く思 つたのは,物
理学の場合出題委員,採点委員に講義 を した教官が

入 つていない ことであった。試験 もPart lに つい

て云えば力学,電磁気等 の科 目毎 には分れていず ,

物理 学(1)～ 0の表題の もとにそれぞれ 3時間,合計

18時間にわたる試験が大体 4日 に分けて行われる。

ノー ト,教科書の持 ち込みは許されていないから,

学生諸君に とっては,それ以前の試験勉強の期間 も

含めて 4月 , 5月 は相当 きつい毎 日のようであっれ

5月 末 に試験が終 ると,各カレッデ毎にMay Ball,

May Concert(実際には 6月 初めにある )が それぞ

れのカレ ンデの学生の主催 で開かれ,May Ballの

時などは夜 9時頃か ら翌朝朝食事 まで踊 りま くつて,

過去 1年 の気持 の整理 を しているようであった。私

も私 自身のカレッヂのMay COncertに 家内 と出席 し

たが (私 のカレ ッデでは,大入同伴が許 され るパー

テ ィは年に数えるほど しか ない ),Mり Concertは カ

レッデの学生, fe llclwの組織 す るオ ークス トラの

演奏を聞 き乍 ら, fe H Ow及 びその夫人,学生の懇親

を目的 とした もので,毎年春 に植物園で開かれる理

学部の懇親会 と同 じ趣 旨の ものであった。 ただ学生 ,

fel10wと もdinner jacket(タ キシード)着用でかな

リフォーマルな雰囲気であった。

さて最終学年の Part Iの 学生の場合,学年末試

験 (優等学位の試験 とよぶ )に 合格すれば,Bache―

lor of arts witll hOnollrsの 学位 を取得 してめてた く

卒業 となる。今年の学位授与式は, 6月 20日,21日
の 2日 間大学の SenatO Houseで 行 われた。学位 を

授与 され る学生がカレッデ毎 lrc senate Houseに 参

りVice Chancellorか らそれぞれ学位 の授与を うけ

るわけだが,学位 を授与 される学生 の総数 は3000人

に近いので,全員が学位を うけ終 るまでに 1日 半か

かることlrcな る。学士号 に相当す る学位授与者は ,

それぞれのカレッヂのガウンの上 に白兎の furを つ

けた服装で授与式に出席す る。授与式の行われ る 2

日間は,式に出席するためにケンブ リッヂにや って

きた学生の両親,兄弟,婚約者等 とそれ らに囲まれ

た上記服装の学生でケンプリッデの町は盗れ,町全

体が明 るく華やかな雰囲気で包まれ るのも,学都 に

ふ さわ しく極めて印象的であつた。



大学とカレッヂ

既にしば しばカレッデとい う言葉を用いてきたが,

ケンプリッデにさて我々がとまどうのは,恐 らくま

ず第一に大学とカレンデの関係であろう。 カレッデ

は,そ もそもは学者が起居をともにして勉学,研鑽

を積む場 として設けられたが,長い年月の間にそれ

らのカレッデが集って一つの教育の場である大学を

構成するように発展 してきた。従って曾ては大学の

構成員になるのに, カレッヂの構成員であることが

必要条件であった。 この伝統が今 日でも守 られてお

り,ケ ンプリッデ大学に入学する学生を選ぶらは,

今日でもカレッヂの役 目であり,入学後学生はカレ

ッヂに属する。

ケンプリソデには現在23の カレッデがあるが,そ
のうち 3校は女子のカレッデ,他の約半数は男子学

生のみ,残 りの約半数は時代の趨勢にしたがって少

数の女子学生をうけ入れている。入学試験 1/C際 して

は,女子のカレッデは 1つ のグループに,楼 た残り

のカレッデは 3つ のカレッデ群に分れる。例えば男

子の受験生は後者の 3つ のグループのいずれか 1つ

のカレッデ群をえらんで入学試験をうけ,合格すれ

ば成績に応 じて第一,第 二等志望 したカレッデのい

ずれかに入学が許可されることになる。

イギリスでは高等学校を終えて大学 に入るのに,

国家 試験 (9月 1日 に 16才 になった学 生が受験資

格があるので, 16+Examinationと よばれ る )

を うけて General Certificate of Education(略

して00E)と よばれる証明書をもらわなければなら

ない。 言式験はOrdinary(O level)と Advanced(A

level)の 2通 りに分れているが,ケ ンプリッデ大

学 (オ ッタスフォードも同じ )に入 るには, このO
levelと A levelの 試験を優秀 な成績でパス した上

に,更 に前述のカレッデの入学試験をパスしなけれ

ばならないので,ケ ンプリッデ,オ ックスフォー ド

大学に入学することは,受験生にとってなかなか容

易なことではないようだ。

めてた くいずれかのカレッデに入学を許可される

と,大学の studentに なる。最初の学年は全寮制で,

各カレッデで伝統ある慣習と規則の もとで,起居を

ともにしながら勉学 し, 2, 3年は寮を出て下宿を

しながら大学に通 うことになる。前に述べたように,

講義に関するカリキュラムは学部の責任で編成する

が, カレップのもつ独得な教育としては Tutorの制

度がある。 自分のカレッデの学生がどの専攻に適 し

ているか,そ のためには前述のカリキュラムでどの

ような科 目を履修 した らよいかをア ドバ イスす るの

が TutOrの 役 目で ある。また各講義について演習の

役 目を果す supervision classを 学生に害り あてる

の もTutOrの 仕事である。 クラスと云 つても学生は

1人乃至 2人 ,多 くて 3人 で個人教授の ようなもの

である。

私 もTutOrの依頼で,あ るカレッデの物理志望の 1

年生 2名 について物理数学の supervislon classを

週 1回 もつたが,学生 にとっては大変良い制度 のよ

うに思えた。ただこの制度はケンブリッデの ように,

各 カレ ンデが 1学年凡そ 100名 か ら 150名 程度の学

生を もつ ような小人数教育の規模 でない と実際に運

用することが非常 に難 しい ように思 う。

TutOrの 話 しがでたついで lrcカ レッデの運営 につ

いて一言述べておこう。大学の教官 も大体いずれか

のカレッデの fe1lowと して カレ ッデに属 しており,

カレッデの運営は これ らの fe H owに よって行われ

る。 カレップの長 であるMaster,前 述 の Tutor等

はこれ ら fe H owか ら選 ば れる。 Masterは カレッ

デ内のMaster Lodgeに ,独身の fe Howも 概 ね カ

レンデ内の feHow buildingに 居住 してい る。私 も

Cavendish研 究所 の先生方のはか らいで,は からず

もPrOfessor Mottが 以前に学長 を して か られ た

Gonville and Caius C01legeの member of cOm―

mOn rOOmに 推薦されたが,Caved ish研 究所 にお

ける研究教育生活以外 に, カレッデでの feH owと

のお付 き合いを通 じて College lifeの 一端を知 る

ことがで きて大変有益 であった。特に昼食時に他の

学問分野 の fe H owと 話 しをす ることによって,英
国文化,英国人の ものの見方等 を僅かなが らで も学

ぶ ことができて得 る処が大 きかった。

Caius Co H egeは 1384年 に創立 された古いカレ ッ

デで,い ま もつて長い伝統 に基づ く慣習が生 きてお

り,英国人のコモンセンス,教養 と云 つた ものがこ

の ようなカレ ンデでの 3年間の学生生活で育まれて

いることを強 く感 じた。

伝統 と慣習を尊重 しつつ新 しい もの を取 り入 れ

て変革 してい く態度には見習 うべ きものがあり,同

時にポテンシャ リテ ィの深さと云 つた ものを しみ じ

み感 じた次第 である。

おわ りに

この拙稿で,短かいケンプ リッデ④滞在を通 じて

垣間見たアカデ ミックライフの一端を紹介すること

に努めたが,私の素養の貧 しさが現れていて気恥か
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しい思いが切にする。筆をお くにあたり,Poof es sor

Mottを はじめCavendish研 究所のメンパーの方々

の誠に′い暖まるhospitrlityの もとで,実 に気持 よ

小堀  「戦争中のこと,終戦の ときの様子などから

うかがいま しようか。」

出口 「あれは昭和20年 3月 頃だったでしょうか,

臨海実験所が軍に接収されたのはQ横須賀潜水艦基

地 ということになったわけです。え 海ヽ軍ですね。

特殊潜航艇ですか, あの小さい,体当夕特攻隊の潜

水艦が24は いもありました。構内には入れないわけ

ですが,時 々用事があるからこいというので来てみ

ると,水 を揚げるボンプが故障 してるんですね。水

が揚がらな くっちゃ困るから私をたのみに くるんで

すが,こ ゝに入って くるにも衛兵の前をだまってす

つと通 ると『 貴様どこへ行 く』と叡鳴られる。私は

軍隊生活を したことがないんで解 らなか ったんです

が,姓名を名乗 つて,用 事を言わなきゃいけない。

これが三ケ所 あるんです。実験所の屋上にも軍艦旗

がたってま した。 このあたりは士官の食堂になって

ま したね。」

小  「すると研究は……。|

よ  「せつたくできませんでした。実験所の装置な

どは全部水族館の建物に入れて封印 しましてね。え

,ゝ魚 なんかもうとうにいなくなってました。 こゝ

が接収されて私共は行 く所がないといって,軍で小

網代に小さな小屋を建てて くれたんですが,菊地先

生 と助手 と私の三人の生活で した。その引越 しのと

き,車 も何 もない し,先生は重い荷物を持たれて,

胸をおされて倒れてしまわれたんですが・・…・。」

(*編集者註 : 菊地健三助教授)

上  「 やがて終戦ですね。」

出  「終戦の勅語の放送があったときには私一人で

したが,ま ず家にもつて帰って大事にしまってあっ

た東京帝国大学の看板をもちだしてきて表にかけた

去 る8月 22日 ,臨海実験所に,前職員出口重次郎氏をお訪ね し,東大

百年史の一只料 もかねて,理学部史の一駒を,話 して頂いた。その話の

テープをもとに,編輯部の木下先生 (動物 )が まとめて下さったのが,

下記の座談会である。関係者の御尽力 1/C厚 く感謝いた したい。 (小堀 )

く研究生活を過 したこと,毎 日4時のお茶の時間に,

その日に得られた実験データをめ ぐって活激な議論

を展開 したことなどが懐 しく思い出される。

出  口  重 次 郎  (臨海OB)

臨海実験所にて

ら,兵隊は何 も知 らないものだから,パ ッと刀をも

つてとんできて,誰の許可を得てこんなものをかけ

るか, とい うんです。誰の許可でもない,大学のも

のだか ら,岡 田先生からかねて言われているのだか

らとい うことで解つてもらったことがありました。

その時の臨時実験所長は岡田要先生だつたのですが,

その方が実験所を軍に接収されてこゝを引上げると

きに, こう言つてゆかれたことがあるんです。戦争

をじきに終るから, もし終戦になってこゝに誰 もい

なか ったら,お前が行つて自分の家のつ もりでいろ

いろ とりしきつてやってくれ。後の設備が大切なん

だから。 とにか くす ぐに行 つて実験所の状態にもど

しておいてくれ。そ うでないと占領機関になってし

まうからっていうわけ。それでやってきたら兵隊が

まだ10人位は残 つていてさつきのようなことがあっ

たゎけです。 しばらくは 日本軍の保安隊 とい うのが

いましたが, これが保安隊じゃなくてもう《
不安隊 "

だったですが,え ゝもう何にもならなかつた。」

(*十 編集者護: 岡田要教授)

上  「 アメリカ兵はいつやつてきたんですか。」

出  「終戦が 8月 15日 。二,三 日たつ と相‐模湾一ば

いに軍艦がきましたね。そのすこし前にもう陸から

進駐軍がやって来ましたね。 日本軍はこゝに残 つて

いると捕虜になるから,み んな山づたいに逃げまし

た。大体,ア メリカ軍は,い や連合軍ですかね,は
じめはこゝを実験所 とは思 つていなかつたらしいて

す よ。それでまた我々は出入 りすることをきつ く止

ろの戦終



め られて しまいま した。私一人で誰に相談す ること

もで きなかった ものだか ら,長井 まで自転車 で行 つ

て,団 さんにこういうわけで困ると言 つてたのみに

行 ったん です よ。そ の時分,団さんは長井に住んで

お られた ものですか ら。そ うですね,こ ゝか ら自転

車 で 1時間以上かか ります よ。その頃は私 も若か っ

たか らね。 団先生は奥様がアメ リカの方だ し, じゃ

困 るだろ うからと進駐軍へかけ合 つて来て くれたん

です。 もらってきた手紙を門のところで差 し出す と

OK。

(*… 編集者註 : 団勝磨前東京都立大学学長,大人は

団ジーンお茶の水女子大学教授。か二方とも生物学者。

長井は三崎と葉山の丁度中間くらいにある。)

上  「兵隊は何人 くらいいるんですか。」

よ  「 いや,一度にはそんなに多くなくて 5, 6人

位ですね。接収 しているつ もりなんだから見廻りに

くるんです よ。武器など持出 したりしないかって。

現にこの 2階にも地雷というのが 3個 ありま したよ。

それ知 らないから,掃 除のたびにあっちへ ころがし,

こっちへころがし。あとで地雷だと言われましてね。

海へ うっちゃろうとしたら,危険だか らって持 って

いって くれま した。団さんからもらった手紙はいつ

もふところに入れていて自由に出入 りしていました。

やがて菊地先生 も帰 ってみえて2人 でよくこゝにい

たものです。」

上  「そのとき団先生の書かれた手紙がアメリカの

ウッズホール海洋研究所に今 も大事に保存されてい

ると聞いたんですが・…・。」

ょ  「私 もそんな話を聞きました。J

■  「建物はこわされなかったんですか。」

ょ  「建物はこわされませんでした。 た 昼ゝ間いろ

いろ片付けておくと,翌 日またもとの通 りにちらか

つちまつている。夜,灯がついていれば進駐軍がい

ると思ってるが,暗いと居ないと思 つてデ らしにく

るんです。 これには困 りま した。毎 日そんなでした。

実験所で使っていた椅子や机がなくなっていて, し

らべてみたら市役所にある。それから乗 りこんでゆ

きま した。はじめ文句を言 つてましたが備品番号の

札がついているので,一 も二 もなくとってきました。

ホテルにも行きました。これは軍の医務室になって

いたんですが,そ こからもとりかえ してきま した。

何だ つてめちゃくちゃですよ。でも,昭和21年 の冬

の実習はた しかここでやったと思いますから,割 に

はや くもとにもどつたです。」

陛 下 の こ と な ど

変  「 陛下は毎年こゝにいらしてたのですか。」

出  「いえ,私が40年ばかりいるうちにお寄 りにな

ったのは 3回 ですか。そのほかに葉山や荒崎の御採

集場所にこちらか ら出向いていってお手伝いしたこ

とや,戦後になってから城ケ島へ採集に御自分の船

でいらしたのに富山所長 とか伴 したことがあります。

陛下はハイドロゾアの専門家でいらっしゃいます

わね。 こ へヽ来 られたときのことですが,小網代 を

ず つと採集 してこられてかなりおそ くなった。か附

きの方が『 お上,時間ですから』って申し上げるん

ですが,だ まったま ヽ日をきかずにかられる。また

しばらくして『 お上,時間です 』。それで もまだそ

こにじっとして採集 していらっしゃる。丁度,ホ ン

ダワラの長いのを引つばり上げてみたところで面白

い ものが一ぱいひつついているものだから,返事を

なさらないんです。 4回位すぎたでしょうか。また

しばらくして時間ですと申し上げると,あ そゝ う,

とわ っしゃって,大急ぎでこゝまで帰 ってこられて,

舟からあの高い桟橋へとび上 られま したよ。いきも

のはほん とうにかわいが ってかられま した。いらな

いものがとれたら, これはもうあるから逃がしなさ

いと言われてす ぐ海へかえされるんです。

動物学教室に常陸宮様がいらっしゃいましたね。

その頃は義宮様でしたが,御一諸に採集に行 ったこ

とがあります。その時,員 をとったんですが差上げ

ると,何員だ ?っ てきかれるから,ホ ラ貝の類です

と申し上げると,類の次は何か といわれる。ずいぶ

ん精 しいんだなと思いました。イ トマキポラのなか

まですと申し上げたら,や はり,あ ヽそう, といわ

れるんですね。」

左より藤井 (隆),義宮,出 口,本下 (清)の四氏
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歴 代 所 長

小  「40年 もかられると代 々の先生方をずいぶん御

存知でしょう。」

出 「ええ。私は谷津直秀先生が所長のときにここ

へ来たわけです。谷津先生はあまり実験所には住ま

われなかったですよ。あのむこう岸 (諸磯 )に 別荘

をもつておられて,そ こか ら通ってかられす した。

用事のあるときはあそこか らプープーとラッパを吹

かれるんです。そうすると舟でむかえに行 くんです。

自分でもポー トを持 つておられて都合のい ゝ時は自

分で漕いで来 られま した。」

小  「つぎが岡田先生。」

出  「こんな話があるんです。ゴカイの類にオー ト

リタス(Autolytus)甚 ぃぅ尻尾が二つか三つ附い

ているのがい るんですが,こ れが もし五つ附いてい

るのを見つけたら,君に芸者を一晩おごるか らめ つ

けぅと言うんです。先生,芸者だなんてそんな馬鹿
なことをと言つたら,い やほんとだ,ほんとうにめ

っけろって言 う。そんならもしほん とにめっけたら,

先生 ,あ れは冗談だ った じゃすまされない って言 つ

て探 したが,で もそんなのはなかなかめっか らなか

ったね。で も,そ の頃はこの辺 カキの筏がい っぱい

あって,それ lrcぃ ろんな草がつ く,それに ゴカイが

つ くものだか ら, ゴカイを探すのは割に楽 で した。

今 じゃ容易なこっちゃないけ ど。で,遂 に見つけた

んです。それじゃ,い よい よ芸者 をか ごるか ら,三
崎に温泉がありま してね,そ こへ こい とい うんです。

で も先生,私はいやだととうとう行かなか ったら,

こ にゝお られた吉井槍雄 さんが, いや,そ れ じゃ僕

が行 つてやる っていうんで御馳走 になったんですけ

どね。

そのあと冨山先生 ,木 下先生,小林 (英 )先生 と

5代の所長 を知 つているわけです。 (冨 山一郎,木
下治雄 ,小林英司の各教授 ―― 編・註 )

(****編集者註 :和名は力きもとしり丸 岡田先生がはじ

めて記載された種。この図は岡田先生の手になるもので

京大紀要8:325(1933)

磯 が 荒 れ る

小  「あの赤い舟は釣舟ですか。」

よ  「いや,遊び舟ですね。この頃はこんなに遊ん

でるのがいっぱいで, ホラ,水上 スキーなんかやっ

てるで しょう。この桟橋のさきにはアマモ (「 リュウ

グウノオトヒメノモ トユイノキリハズシ」とい う長

い名前 もある。一 編・註 )と い うのがいっぱいある

んです。この中に魚も卵を産みつけるし,エ ビの卵

やいろんな卵があるんですが,それを舟がみなスク

リューで切ってしまうんです。昔は油壺では珍 しい

クラグが出たものですが, 8月 になるとタコクラグ,

アン ドンタラグなど,冬の 2月 になるとカミタラゲ

とい う足の長いクラグとい った風 にね。それがもう

皆目いないんです。油壷はヨットでいっぱいだし海

もよごれます よ。それに汚水の処理 をしてから流 し

ているのはこの辺では実験所だけなんですから, と

にか くひどいもんですね。

学生実習のときでも,潮 どきにそのあたりを一時

間 もとつて くれば,ス ヶッチするのに困る くらいで

ね。重さん, もうい かゝげんにしろよ,な んてね も

う。今はものは三分の一 ぐらいしか とれないし,め
った lrCと れないようなものもす くな くなったですよ。

学生さんの "か たぎ"も 変 つたね。写真でとつちゃ

う。昔は顕微鏡でスケ ッチでしょう。この実験所は

昭和11年 ですが,そ の前は木造でね。パケツ下げて

′
・”
“
“
”

ヽ
ヽ

カキモ トシリス
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部屋へ入 つてゆこうとす ると,一寸待 つて くれって

足を指さすんです よ。今,顕微鏡にお もしろいもの

が出た ところだか ら,ゆ らさないで くれって,そ ん

な具合で した よ。

谷津先生がい らっしゃる頃 こんなことが ありま し

た。学生が実験所 に来たんですが,先生ははじめ ,

よく来たね ,と い ってか られたんですが,今度は何

をやるの, と聞かれたときに,学生が,別 rcゃ るこ

とはないけれどまあ来 ました, と答えた ところ,あ
ゝそ う,そんならわ帰 りなさい, とす ぐに帰されま

した よ。それではこゝにおいておけないからってい

うわけです。」

〃
重さん

〃
自身のこと

小  「 こゝはなつか しいで しょうね。」

出  「 え ,ゝな つか しいです よ。私は家にい るより,

こゝにいた時間の方が長か つたわけですからね。生

れですか。明治27年 ですから82才 になります。こ ゝ

へ来たのが昭和 2年 です。こゝへ入 るとき,大島正

満先生が 口頭試験 を して,舟 はこげ るか とか,海 は

好 きか とか聞かれてそのま ゝす ぐに決ま りま した。

月給が30円 。はじめは色 々覚え るのに大変で した。

動物の名前 とか,採集の しかた とか。 自分でもずい

ぶん工夫が要 りま した。今でも覚えているのは,一
つは10月 ひと月で終 るウエの産卵期 を12月 末 までの

ばす方法 をみつけたことです。ひ と月で何か研究 じ

私の読んだ本 (25)

サッカーの神様 といわれた名選手,プ ラジルのペ

レが数年前に来 日した折, 日本の少年達に贈 ったサ

ッカー上達のためのア ドバイスとして,「名選手の

伝記や,逸 話をよく知 ることも大切なことだ。名選

手の伝記や逸話のなかには,サ ッカーに対する心構

えや,上手になるための秘密がたくさんあるものだ。

それらをよく理解 して,自 分のサッカーを見直 して

みる必要がある。いままで,考えなかつたことがら

の発見は必ずあるはずだ。」 と語つたことに深い印

ようつた つて無理ですか ら,その時分 ,前 に もい つ

た団さんが何 とかならないかっていわれ るので,い

ろいろ工大を したわけです。 もう一 つはウミホタル

を採集す るのに,今 までのや り方 だ と色ん な虫が一

諸 についてきて始末にこま ったんですが,一寸工夫

を しま してね。私の方法でや るとウミホタルば っか

り入 って くるか らされいな標本が とれ るん です。 こ

れを乾 か してお くと 2年 た って も 3年 たっても好 き

なときに光 らせ られ るです よ。 あの頃 はこれを研究

してい る人が多か ったですから,役 に立 つたと思い

ます。」

小  「そ うい う御苦労にたい して勲章 をいただいた

とい うわけですね。」

出  「 あれは昭和39年 で した。まあ,人生一番い ゝ

ところをこゝで暮 したことになります。昭和36年 に

65才 になつて退職 したんですが,そ の後 も嘱託 とい

うことで しばらく,42年 までで したか ,来 てまし/c。

今は孫が 3人 にひい孫 もいます。で もこうや つて用

事が あるって呼んで下されば,喜 んで出てきます。」

小  「臨海実験所 の宝 のような方 ですか ら,こ れか

らもどうぞ身体をかい といになって元気でい らして

下 さい。今 日は有難 うございま した。J

編集者の責任でテープからまとめました。お名前を一々

挙げませんが,動物の名前など1/Cついて,御助言をいた

だきました方にお礼を申し上げます。 (木下 )

象を受け,今 だに憶えている。

自然科学 の世界で も,化学の赤松秀雄先生が講義

の中で,「 第一流の古典 といわれ る論文 を精読する

ことによつて,学問の神髄を知 ることがで きま現 J

と勧 めてか られたことや,物理学・化学・生化学 な

どの分野で,相次いで古典論文集が刊行 されてい る

ことが,現在 の学問の骨組 を形づ くる画期的な業績

をあげた偉大 な先人達 の苦闘の跡 をふ りかえること

の重要性を訴えて くれる。

12-

丸 山 工 作 著

「 生 命 現 象 を 探 る」一生化学 の創始者 たち一 (中央公論社,自 然選書,1972)

勝 (植物 )正辺渡



本書は,筋肉タンパク質の研究で知 られ,江橋節

郎先生とも親交のある,京大・理・生物物理の丸山

工作教授が,yp7場に在職中に,東大闘争に遭遇 し,

学生の,「学問とは何か 」,「研究者の生 き方とは

何か 」とい う問いかけに対する, 自分なりの回答 と

して,2年 ちか くかけて雑誌『 自然 』に連 載 した

「現代生化学の創始者たち」に加筆訂正 したもので,

ご存じの方 も多いと思 う。

本書は,20世紀の前半に輝やかしい業績を残 した

6人 の生化学者をとりあげ,そ のたどった道を伝記

風につづり, 生命 の神秘へ挑戦 して何をどのよう

にして研究 していったかの悪戦苦闘を生き生 きと描

いていて,ま さに赤堀四郎先生が評されているとお

り, 6人 6色 の異なった汗の香を感ぜ じめる書物で

あり,「若い科学者の経歴で最 も大切なことは,偉

大な科学者と個人的に接触することである。」とい う

ワールプルクの言葉 の内容と同 じ教育的効果を持 っ

ているように感じられる。

その 6人 とは :A・ セン ト=ジ ェルジ ー ビタ ミ

ンCを 発見 し(1928～ 32),呼 吸にかけるタレプス

回路の原型にあたる C4~ジカルボン酸説を唱え(1935),

筋収縮の分子的仕組はアクチンとミオシンとATP
との相互反応であることを,超 沈殿・アクチンの命

名・ク リセリン処理筋の導入などにより示し(1942

～46), さらに電子生物学 rc立 ちむかっている。

F.G.ホプキンス ー トリプトファン (1901)や グ

ルタチオン (1929)の 発見者, ビタミン研究の先駆

者であるだけでなく, セント=ジ ェルジやクレプス

を支援 し,光合成のヒル,比較生化学のボール ドウ

ィン
,・ インシュリン研究のサンガーをはじめ,多数

の若い研究者を育てて,「 ホプキンスのところのガ

チョウはスワンlFC変 わった 」といわれた,動的生化

学の父。 O.F.マイヤーホフ ー 解糖作用系の研究

に筋肉のしぼ 夕汁系を確立 し(1925),ヘ キノキナ

ーゼ (1929)な ど解糖作用系の諸酵素をひとつひと

つたしかめ, リン酸④役割を解明し,今 日の経路の

確立に大きな貢献をなしとげただけでな く,ATP発

見のローマン,後述の リップマン,RNA合成酵素の

オチョア,微生物分子生物学のルボフ,視物質 ロド

プシンのゥォルドなどを育てた。 D.ケ イ リン ー

呼吸色素チ トクロムを (再 )発見 し(1925),そ の

細胞呼吸での役割を明らかにし,光合成のアーノン
,

酵素の作用機作 と酸化的 リン酸化の研究のチヤンス
,

昆虫生化学のレベンブックなどを育て,タ ンパク質

のx線解析のベルーツやケン ドルーを支援 した。

F.A.リ ップマン ー 高エネルギー・ リン酸結合の

概念を確立 し(1941),補酵素 A(Co A)を 発見し,

(1947～ 50), 2,4-ジ ニ トロフェノールの脱共役作

用を発見 し(1948),メ ンパタ質合成の翻訳段階に

おける t― RNAの役害」を明 らかにし (1962),ま た ,

その研究室で,江橋節郎先生が,カ ルシウムと筋肉

の弛緩因子がATPの 存在下で結合するという画期

的な仕事をなさった (1960)。 そ して最後 lrc, 0.

H.ヮールカレクー‐ガス代謝の測定に今だに使われる

検圧計を開発 し(1910),光合成の研究に単細胞緑

藻クロレラを導入 して量子収量を測定 し (1922),

呼吸反応における 燎
酸素運搬体 'と して鉄 を含 む

鷺
呼吸酵素 '(今 日のチ トクロムオキンダーゼ )を

提唱じ (1925), t中間酵素 "(グ ルコースー6-リ

ン酸デヒドログナーゼ )の発見 (1932)を 通 じて五

炭糖 リン酸経路の解明に寄与 し, フラ ビ ン補酵素

FAD(1938),補 酵素NADP(1935)の発見者で

あるだけでなく,精神病理学を専攻 していた 2才年

下の若 き日のマイヤーホフに実験的研究 ― 単なる

仮説の提唱でな く,精密な測定を通 して実証するこ

と 一 の重要性を認識させて生化学者にさせた(1909)

のをはじめ,タ レプス,酵素タンパク質のテオレル
,

光合成のェマノンとギャフロンの師でもある巨峰。

である。

このように眺めただけで,現代生化学の大筋の見

取図になっていることは, この 6人がまさに生化学

の建設期の巨人たちであったことを如実に示す もの

であると同時に,本書が生化学入門ともなるように

と願った著者の配慮があらわれているものでもある。

またそれは見事に成功 している。実際,本書によ坊

正統派の教科書の中では,極 めてあたりまえのこと

のようにさりげなく書かれている 1行の事実が,明

らかにされるためには,ど れほどの曲折,労苦,偶

然 とそれを逃がさない鋭敏な観察眼,周到な準備 ,

しかるべき環境等々がなければならなかったかを楽

屋裏話 もまじえて,当 時の学問の発展段階の遠近感

の中で知 ってから,教科書を読みかえ してみると,

読み方が一段深まり,ま た今までとは違 った意味で

の親 しみも覚える。

一人一人の歩んだ道はそれぞれ曲折 と波瀾に富ん

でいて興味深い。特にケイリンの歩んだ道は実に面

白い。寄生バエの生活史を主 とした論文60篇 を発表

していた37才 の寄生虫学者だった彼が, ウマの胃に

寄生するウマパエの生活史の観察中,幼 虫に存在す

る血色素が成虫になるとなくなる過程を しらぺよう
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として,生理学教室の一門が開発 した分光顕微鏡を  現在を歩みつつある私達にとって,つ ねに参考にな

用いて観察中1/C,新 しい呼吸色素チ トクロムを発見  る。いかにして新 しい道をきりひらくかに関する,

するに至 つたいきさつには,人 との,ま た対象との  何かが,私達 rC迫 つてくる。生命現象の一端の解明

出合いの微妙さとか, 自らの興味への忠実さの力 と  をこころざす私達に,限 りない gutsと inspiratiOn

か,い ろいろ考えさせ られて興味深い。       を伝えてくれるこの労作は,東大闘争の数ある目」産

まさlFC著者がいうょうに,先駆者のたどった道は,  物のうちでも,最上級品の 1つ といえ よう。

得部消息〉                教授会メモ

11月 理学部会合日誌       11月 19日 は)定例教授会
理学部 4号館 1320

11月 10日 (月 ) 理 系 委 員 会   200～430   教授会に先だち田丸謙二教授の「中国旅行談 」と

″ ″ ″  将来計画委員会   300～6.00  題する講演があった。

″ 12日 (水) 教 務 委 員 会   130～330  1 前回議事録の承認

″ ″ ″  人 事 委 員 会   130～300  2 人事異動等報告

″ ″ ″  将来計画委員会   10.00～ 1.00  3 人事委員会報告 (末元 )

″ 19日 (水) 教  授  会   230～500  4 教務委員会報告 (鈴木秀 )

″ 26日 (水) 会 計 委 員 会   1.30～440  5 放射線管理委員会報告 (斉藤 )

6 将来計画委員会報告 (黒田 )

7 学内環境問題についての報告 (藤原 )

8 東大百年記念事業についての募金 について (田

丸 )

9.キ ャンパス移転問題についての報告 (学 部長 )

人 事 異 動
・

〔助 手 〕

教室  官職   氏   名  発今年月日    異  動  内  容        備  考

鉱 物     工 藤 康 弘 5011 1 助手に採用

動 物 助 手 山 本 雅 道  5012.1 岡山大学助教授 rc昇任

動 物     佐 藤 真 彦  5012 1 助手 rc採用

地 質 助 手 岩 崎 泰 頴  51.216 熊本大学助教授の昇任

地 質 助 手 池 谷 仙 之  51 41 静岡大学助教授に昇任

〔講師以上 〕

教室  官職   氏   名  発今年月日    異  動  内  容        備  考

物 理 講 師 矢 崎 紘 - 5010.1 教育職02等 級 (東京大学助教授理学
部 )に 昇任 させる

物 理 講 師 小 林 俊 - 50.10 1 教育職02等 級 (東京大学助教授理学
部 )に 昇任させる
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外 国 人 客 員 研 究 員

教室  国 籍    氏    名        現     職       研 究 期 間

化 学 オランダ Frans O.Mij lhoff    ライデン大学準教授       昭5148-lE51.78・

地  物  アメ リカ  Harold S。 lom on                                 昭5011 9-lE5111 8

物 理 日  本 森  永  晴  彦     ミュンヘンエ科大学教授      昭50.121へ招 51.5.31

物  理  イメリア  Francesco Cannata      B。 10gna大学研究員            昭51 2 1-lE51. 3. 1

11月 海 外 渡 航 者

所属  官職  氏  名   渡 航 先 国   渡航期間 渡  航   目  的

地 球 教 授 浅 田  敏  アメ リカ合衆国  1115～ 1123 リソスフ ィア ー アセノスフ ィア境界に

関す るベンローズ会議 出席

物 理 教 授 飯 田 修 一 フ ラ ン ス  1129～ 1221 第21回 磁気及び磁性物質年会議出席及 び
オ ラ ン ダ        研究連絡
アメ リカ合衆国
連 合 王 国

物 理 教 授 久 保 亮 五 ブ ラ ジ ル  1130～ 12.14 物理学に関す る研究連絡

物 理 助教授 堀 田 凱 樹  ドイツ連邦共和国 115～ 11.23 行動 の個体発生 と行動遺伝学 に関す る国
ス イ  ス        際研究集会出席及び研究連絡

理 学 博 士 学 位 授 与 者

昭和50年10月 13日 付授与者

専 門 課 程 氏 名   論  文  題  目

化     学  中 村 隆 博   電荷移動 と化学反応

学 位 規 則  大 津 仁 助  中緯度における超低周波数 の電磁波動現象に関す る研究
第 3条 2項該当              Study on 10w― and middle― latitude VLF radio wave phenomena

昭和50年 11月 10日 付授与者

専 門 課 程 氏 名   論  文  題  目

物  理  学  佐林 晃 史   Fe3 Ptイ ンパー合金 の磁性

生  物  化  学    田 代 朋 子    A contribution of nonhistone proteins to the conformation of
chromation
非 ヒス トンタンパク質 と,そ のク ロマチン構造 に対す る寄与 について

一 ニュー ロン・ クロマチンを中心 に 一

同    岡 部 敬■郎  Effects of oxygen on carbon dioxide fixat10n in algac(藻 類 の

炭酸固定 に及ぼす酸素の影響 )

学 位 規 則  遠 山 紘 司   ポ リペ プチ ド液品の磁性
第 3条 2項 該当

同     徳 田 尚 之   コーナーを過 ぎる三次元粘性流の研究

同     川 口  湊   THE FLYING IMAGE DIGITIZER(飛 像方式数化測定装置 )

同    榎 本 彦 衛
  ]蹟 じ鴇糧:そ:;:° t壁争 ∵∫鰭 ゞ

ey group G2(q),q=3f(有 限 シ
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山崎敏光教授の受賞

山崎敏光教授 (物理 )は , この度「 核磁気能率に

おける中間子効果の発見 Jに より,仁科記念賞を授

賞されま した。心か らか慶ぴ申しあげます。

外国人留学生、研究員と

本学部教職員との懇談会

標 .E懇談会が,外国人学生委員斉藤信房教授の招

待で,12月 10日 (水)午后 4時30分 頃から4号館物理

会議室で開催された。

この会は学部長,評議員.協議員ならびに関係学

科,専門課程の教官がホス ト側となり,事務部か ら

も多数が参加 した。

斉藤委員の挨拶についで学部長が乾杯の音頭をと

り, たの しいふんい気のもとに歓談がつ けゞ られた

が時間の都合 もあり午后 6時30分 頃次回を約 して一

応散会 した。

なお,11月 末現在で在籍されている外国人の方々

は,大学院留学生 22名 ,学部留学生 3名 ,外国

人招へい研究者 2名 ,客員研究員 9名 ,外国人

受託研修員  2名 の計38名 であるが,そ の うち20名

の方が当日出席され,教官の出席者は斉藤委員の外

植村,田 丸,村井,山 口,堀 田,末元,海野,吉田 ,

岸保,荻野,朽津,木下,木村,湊,小堀の諸先生

であつた。 (吉 野記 )

第 4回 事 務 長 盃 争 奪
全理学部バレTボール大会

標記大会 も回をかさねて第 4回 をむかえた。本年

も昨年同様41チ ームが参加,途中交通ス トのため数

日間休止されたとはいえ,す こぶ る盛況かつ楽 しい

雰囲気のもとに終始した。

12月 13日 (⊃ 午後 1時頃から中庭 コー トで決勝戦

を化学向山研 と物理バンクンズとで行ないその結果 ,

2:1で 化学向山研が優勝 した。 3位 は中央事務M.

M.K.4位 は化学稲本研であった。試合終了後その

場においてそれぞれに賞状ならびに賞品が, また優

勝チームには賞盃が,準優勝チームには楯が授与さ

れた。

本年は昨年 よリー段と技術が向上 し,と くに決勝

戦などは最後の一打まで力のこもる白熱戦であつた。

また,優勝 した向山研チームは第 1回 戦で敗れたの

ち,敗者復活戦で浮びあが り, あとはねば り強 く勝

ち抜いてきたもので正に驚異的であった。

最後にこの大会が明年 も亦盛大に行なわれること

を期待するとともに,多忙ななかにあつて運営に努

力された実行委員各位の労を多 とす るものである。

12月 13日 パ レー大会優勝

化学 向山チーム

*恭***黎篠*米**恭*恭*米来****寒****米恭*

編 集 後1 記

いつのまにか師走をむかえ,本号がお手許にとど

〈頃は,ク リスマスでしょうか。本年 も多 くの寄稿者の

応援により,滞 りなく広報を発行することができま

した。厚 く御礼申しあげます。昭和 51年 も,理学部

のすべての人々に幸せな一年であ ります ように。

訂正)近号で,人名に関する誤 りが若干ありま し

た。関係者にお詫びの上,訂正させて頂きます。

「 7巻 7号 」の13頁「 海外渡航者 」中 植物泰忠

は植村泰忠に,「 7巻 8号 」の 2頁右段から10行 日

「 渡辺,久野,高井,岩井,岩生 Jの うち, 岩井は

けず り,同 号12頁右段上か ら10行 日の人名中「 ……

悔永,渡辺,持井……」は「・…・漁永, 渡辺,藤井

…・・・」 となる。

**寒黎黎*黎篠******来***来*****黎***来

編集 :

|を f与豪[|][|]i][li[]l[::|:|

(吉野記 )
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